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2018 年度と 2019 年度では、流域市村の総間伐⾯積に⼤きな違いがないが、豊⽥市において、県税による間伐⾯積が
減少した。この理由について、豊⽥市森林課外狩様より以下のご回答をいただいた。 
 
①事業開始の遅れ 
 県税の間伐⾯積は 10 年単位で仕切られており、2019 年度から新たな事業が開始されました。2019 年度の間伐⾯積が
減少しているのは、事業の開始が例年より遅かったことから、総間伐⾯積に影響が出ました。 
 
②事業⽅針の変化 
 2019 年度から県税の間伐⽅針が変わり、⺠家や道路周辺の間伐、いわゆるライフライン間伐を重点的に⾏うことになりまし
た。ライフライン間伐は、安全な施⼯が基本となるため、⼈⼯と単価がより多くかかることで、間伐⾯積の減少要因となっていま
す。 
 


